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◎議案補充説明 

（１）議案第１４８号 

「都市計画法の規定による開発行為の許可等の基準に関する条例 

の一部を改正する条例案」 

１ 改正理由 

都市計画法の一部改正（令和２年６月 10 日公布）及び都市計画法施行令の一部改 

正（令和２年 11 月 27 日公布）により、市街化調整区域における開発許可の基準に関 

する規定を整備するものです。 

２ 改正内容 

頻発・激甚化する自然災害に対応した「安全なまちづくり」のために都市計画法令 

が改正され、災害リスクの高いエリアにおける開発抑制のための対策として、開発許 

可制度が見直されました。これを受けて条例第３条を改正し、市街化調整区域におい 

て一定の条件を満たす一戸建て住宅の開発許可を可能とする指定区域から以下の区

域を除外します。 

・災害危険区域   ・急傾斜地崩壊危険区域 ・浸水被害防止区域 

・地すべり防止区域 ・土砂災害警戒区域   ・浸水想定区域 

３ 施行期日 

  令和４年４月１日 

【 条例指定区域の例（イメージ）】 

河

川 

市街化区域 

＜凡例＞ 

   条例指定区域 

   災害リスクの高いエリア 

   改正で除外される区域 

市街化調整区域 
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【参考】都市計画法の規定による開発行為の許可等の基準に関する条例 

改 

正 

後 

（法第三十四条第十一号の条例で指定する土地の区域） 

第三条 法第三十四条第十一号の規定により条例で指定する土地の区域は、自然的社会的諸条件から 

一体的な日常生活圏を構成していると認められ、かつ、おおむね五十以上の建築物が連たんしてい 

る区域(以下「既存集落」という。)のうち、次に掲げる要件のいずれにも該当するものとして知事 

が指定する土地の区域とする。 

一～五（略） 

六 原則として、令第二十九条の九各号に掲げる区域を含まないこと。 

２～５（略） 

改

正

前 

（法第三十四条第十一号の条例で指定する土地の区域） 

第三条 法第三十四条第十一号の規定により条例で指定する土地の区域は、自然的社会的諸条件から 

一体的な日常生活圏を構成していると認められ、かつ、おおむね五十以上の建築物が連たんしてい 

る区域(以下「既存集落」という。)のうち、次に掲げる要件のいずれにも該当するものとして知事 

が指定する土地の区域とする。 

一～五（略） 

六 原則として、令第八条第一項第二号ロからニまでに掲げる土地の区域を含まないこと。 

２～５（略） 

【参考】都市計画法施行令 

改 

正 

後 

（法第三十四条第十一号の土地の区域を条例で指定する場合の基準） 

第二十九条の九 法第三十四条第十一号（法第三十五条の二第四項において準用する場合を含む。）

の政令で定める基準は、同号の条例で指定する土地の区域に、原則として、次に掲げる区域を含ま

ないこととする。 

一 建築基準法（昭和二十五年法律第二百一号）第三十九条第一項の災害危険区域 

二 地すべり等防止法（昭和三十三年法律第三十号）第三条第一項の地すべり防止区域 

三 急傾斜地崩壊危険区域 

四 土砂災害警戒区域等における土砂災害防止対策の推進に関する法律（平成十二年法律第五十

七号）第七条第一項の土砂災害警戒区域 

五 特定都市河川浸水被害対策法（平成十五年法律第七十七号）第五十六条第一項の浸水被害防止

区域 

六 水防法（昭和二十四年法律第百九十三号）第十五条第一項第四号の浸水想定区域のうち、土地

利用の動向、浸水した場合に想定される水深その他の国土交通省令で定める事項を勘案して、洪

水、雨水出水（同法第二条第一項の雨水出水をいう。）又は高潮が発生した場合には建築物が損

壊し、又は浸水し、住民その他の者の生命又は身体に著しい危害が生ずるおそれがあると認めら

れる土地の区域 

七 前各号に掲げる区域のほか、第八条第一項第二号ロからニまでに掲げる土地の区域 

改

正

前 

（法第三十四条第十一号の土地の区域を条例で指定する場合の基準） 

第二十九条の八 法第三十四条第十一号（法第三十五条の二第四項において準用する場合を含む。）

の政令で定める基準は、同号の条例で指定する土地の区域に、原則として、第八条第一項第二号ロ

からニまでに掲げる土地の区域を含まないこととする。 
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◎議案補充説明 

（２）議案第１５５号「一般国道３６８号（大内拡幅）道路改良 

（大内橋上部工）工事」 

議案番号 第 155 号   工 事 請 負 契 約 に つ い て 

工 事 名 一般国道３６８号（大内拡幅）道路改良（大内橋上部工）工事 

施 工 場 所 伊賀市守田町地内～伊賀市大内地内 

契約金額     763,631,000円（消費税等含む） 

請 負 者 

住所氏名     

津市栄町2丁目304番地 

株式会社日本ピーエス三重営業所 

所長 野口 泰信 

契約工期     議決日から760日間 

工事内容 

橋長 L=188.0m 幅員 W=6.5(9.75)m 

橋梁上部工（ポストテンション方式５径間連結 PC セグメン

トT桁橋）N=1橋 

桁架設工（架設桁架設）N=25本 

橋梁付属物工 N=1式 

契 約 方 法 一般競争入札 

入

札

状

況 

年月日 令和3年8月24日 評価値1.74183   (最高値1.74183  最低値1.67067) 

業者数 5 価   格 

最低  763,631,000 円（消費税等含む） 

694,210,000 円（消費税等抜き） 

最高  763,631,000 円（消費税等含む） 

694,210,000 円（消費税等抜き） 

回 数 1 
予    定 

価    格 

823,636,000 円（消費税等含む） 

    748,760,000 円（消費税等抜き） 
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  上記入札額は、消費税および地方消費税（免税業者にあっては相当額）を除いた金額です。
　また、本工事は価格と価格以外の要素を総合的に評価して落札者を決定する総合評価方式にて行ったた
め、評価値の最も大きい入札者を落札者としています。また、評価値とは標準点100点に提案による加算点
を加えた技術評価点を入札額（千万円単位）で除した値（小数点第六位以下切り捨て）です。

極東興和株式会社　三重営業所

株式会社IHIインフラ建設　中部支店

川田建設株式会社　三重営業所

694,210,000

694,210,000 116.63 1.68003

株式会社ピーエス三菱　三重営業所

第１回
備　考

落札決定

標準点＋加算点

694,210,000 120.92 1.74183

694,210,000

694,210,000 115.98 1.67067

　

1.72627

株式会社日本ピーエス　三重営業所

入札額

119.84

入札結果調書　（総合評価　除算方式）

入札年月日

117.81 1.69703

入札者

令和3年8月24日

工 事 番 号

工 事 名

施 工 場 所

202117370050301649

伊賀市守田町地内～伊賀市大内地内

令和3年度　社会資本・国　第A010-70分0001号
一般国道３６８号（大内拡幅）道路改良（大内橋上部工）工事

評価値
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【議案第１５５号】 位 置 図 

工事施行箇所 

一般国道３６８号（大内拡幅）道路改良（大内橋上部工）工事 

橋長 L=188.0m 幅員 W=6.5(9.75)m 

橋梁上部工（ポストテンション方式５径間連結PCセグメントT桁橋）N=1橋 

25 

368 
422 
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◎議案補充説明 

（３）議案第１５６号「一般県道一志出家線（中川原橋）道路改良 

（橋梁上部工）工事」 

議案番号 第 156 号   工 事 請 負 契 約 に つ い て 

工 事 名 一般県道一志出家線（中川原橋）道路改良（橋梁上部工）工事 

施 工 場 所 津市庄田町地内 

契約金額     1,292,500,000円（消費税等含む） 

請 負 者 

住所氏名     

松阪市大津町1607番地の1 

宇野重工・ＪＦＥエンジニアリング特定建設工事共同企業体 

代表者 宇野重工株式会社 代表取締役 宇野 雄介 

契約工期     議決日から800日間 

工事内容 

橋長 L=337.0m 幅員 W=6.0(9.5)m 

橋梁上部工（鋼6径間連続非合成鈑桁橋）N=1橋 

工場製作工 W=1,030.9t 

鋼橋架設工（クローラクレーンベント架設）W=1,030.2t 

床版工 V＝857㎥ 

橋梁付属物工 N=1式 

契 約 方 法 一般競争入札 

入

札

状

況 

年月日 令和3年8月24日 評価値1.09438   (最高値1.09438  最低値1.09438) 

業者数 1 価   格 

最低  1,292,500,000 円（消費税等含む） 

1,175,000,000 円（消費税等抜き） 

最高  1,292,500,000 円（消費税等含む） 

1,175,000,000 円（消費税等抜き） 

回 数 1 
予    定 

価    格 

1,387,096,700 円（消費税等含む） 

    1,260,997,000 円（消費税等抜き） 
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1

工 事 名

施 工 場 所

202117340050301257

津市庄田町地内

令和3年度　道路メンテ　第2－　分0001号
一般県道一志出家線（中川原橋）道路改良（橋梁上部工）工事

評価値

入札結果調書　（総合評価　除算方式）

入札年月日

入札者

令和3年8月24日

工 事 番 号

　

宇野重工・JFEエンジニアリング特定建設
工事共同企業体

入札額

第１回
備　考

落札決定

標準点＋加算点

1,175,000,000 128.59 1.09438

  上記入札額は、消費税および地方消費税（免税業者にあっては相当額）を除いた金額です。
　また、本工事は価格と価格以外の要素を総合的に評価して落札者を決定する総合評価方式にて行ったた
め、評価値の最も大きい入札者を落札者としています。また、評価値とは標準点100点に提案による加算点
を加えた技術評価点を入札額（千万円単位）で除した値（小数点第六位以下切り捨て）です。
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【議案第１５６号】 位 置 図 

工事施行箇所 

一般県道一志出家線（中川原橋）道路改良（橋梁上部工）工事 

橋長 L=337.0m 幅員 W=6.0(9.5)m 

橋梁上部工（鋼6径間連続非合成鈑桁橋）N=1橋 

23 
165 

23 
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◎議案補充説明 

（４）議案第１５７号「一般県道香良洲公園島貫線（香良洲橋） 

橋梁耐震対策（橋梁上部工）工事」

議案番号 第 157 号   工 事 請 負 契 約 の 変 更 に つ い て 

工 事 名 一般県道香良洲公園島貫線（香良洲橋）橋梁耐震対策（橋梁上部工）工事 

施 工 場 所 津市香良洲町地家地内～津市雲出伊倉津町地内 

契約金額     
変更前   1,022,360,900円（消費税等含む） 

変更後   1,028,798,100円（消費税等含む） 

請 負 者 

住所氏名     

愛知県名古屋市中村区名駅三丁目28番12号 

ＪＦＥエンジニアリング株式会社 名古屋支店 

支店長 霜 知宏 

契約工期     令和2年3月19日～令和4年3月3日 

工事内容 

橋長 L=179.4m 幅員 W=6.5(10.0)m 

橋梁上部工（鋼３径間連続非合成箱桁橋） N=1橋 

工場製作工 W=769.2t 

鋼橋架設工（送出し架設） W=533.0t 

鋼橋架設工（クローラクレーンベント架設）W=215.1t 

床版工 V=454㎥ 

橋梁付属物工 N=1式 

変更理由 

受注者希望型の月２回土日完全週休２日制工事試

行要領を適用し、建設工事請負契約書第19条に基づ

き増額を行うものである。 

契 約 方 法 随意契約 
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【議案第１５７号】 位 置 図 

工事施行箇所 

一般県道香良洲公園島貫線（香良洲橋）橋梁耐震対策（橋梁上部工）工事 

橋長 Ｌ＝１７９．４ｍ 幅員 Ｗ＝６．５（１０．０）ｍ 

橋梁上部工（鋼３径間連続非合成箱桁橋） 

23 

165 

23 
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◎ 所管事項 

（１）令和４年度予算の確保に向けた国への要望について 

本県では、政府予算案策定に向けて、本県の施策の展開に必要な予算確保や政策実現に必要な

重要課題等について、国への要望を行っているところです。 

今回、県土整備部からは、下記３項目について国土交通省等に要望しました。 

１ 要望活動日 

令和３年11月15日(月)～16日(火) 

２ 要望項目（詳細は別冊資料のとおり） 

① 「防災・減災、国土強靱化の強力かつ計画的な推進」

・ 地方自治体が中長期的な見通しのもと、強力かつ計画的に防災・減災、国土強靱化

を推進するための、必要かつ十分な予算の、当初予算を含め、通常の予算とは別途、

計画的・持続的な確保等 

② 「国民の安全・安心の確保」、「社会経済活動の確実な回復と経済好循環の加速・拡大」、

「豊かで活力ある地域創りと分散型の国づくり」に資する社会資本整備の推進

・ 直轄事業等の推進に必要な予算確保や支援等

③ 社会資本整備に係る地方財政への支援・充実

・ 県の施策の展開に必要な予算確保、国の支援制度の創設や改正等

３ 要望先 

内閣官房、財務省、国土交通省、自由民主党 
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◎所管事項 

（２） （新）三重県住生活基本計画 

（中間案）の概要について 
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（新）三重県住生活基本計画（中間案）の概要（新）三重県住生活基本計画（中間案）の概要

１ 「三重県住生活基本計画」とは１ 「三重県住生活基本計画」とは
住宅政策の目標・基本的な施策・成果指標等を定めるもので、今後の住宅分
野の具体的な施策の指針となる計画（ 「住生活基本法」に基づき、全国計画
に即して策定）

県民の住生活に関する施策が効果的かつ持続的に展開されるよう、本県がめざす
将来像と目標の実現に向けた方法、県、国、市町、住宅関連事業者、県民等各主
体の役割を明確にし、共有することが目的

1

住
生
活
基
本
法 現行の三重県住生活基本計画

【計画期間】平成28年度～令和７年度

新たな三重県住生活基本計画
【計画期間】令和４年度～令和12年度

従前の住生活基本計画(全国計画)
【計画期間】平成28年度～令和７年度

新たな住生活基本計画(全国計画)
【計画期間】令和３年度～令和12年度

全国計画

県計画
全国計画
に即して策定

第15条に
基づき策定

第17条に
基づき策定

Ｒ３年３月
閣議決定

【目的】

（新）三重県住生活基本計画（中間案）（新）三重県住生活基本計画（中間案）
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住宅確保要配慮者が安心できる
住まいづくり

良 質 で 多 様 な 需 要 に 応 え る
住まいづくり

安 全 な
住まいづくり

2

２ 新計画の基本方針２ 新計画の基本方針
基本方針１ 基本方針２

基本方針４

地 域 の 豊 か さ を 実 感 で き る
住まいづくり

基本方針３

（新）三重県住生活基本計画（中間案）（新）三重県住生活基本計画（中間案）
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【基本方針１】 安 全 な 住 ま い づ く り

●基本的施策

➁

●基本的施策

➁

3

基本方針１

●指標

●指標

（新）三重県住生活基本計画（中間案）（新）三重県住生活基本計画（中間案）
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【基本方針２】 良質で多様な需要に応える住まいづくり

●基本的施策

➁

●基本的施策

➁

●基本的施策

➁

4

基本方針２

●指標

●指標

●指標

（新）三重県住生活基本計画（中間案）（新）三重県住生活基本計画（中間案）
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【基本方針３】 地域の豊かさを実感できる住まいづくり

●基本的施策

➁

●基本的施策

➁

●指標

●指標

5

基本方針３

（新）三重県住生活基本計画（中間案）（新）三重県住生活基本計画（中間案）
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【基本方針４】 住宅確保要配慮者が安心できる住まいづくり

●基本的施策

➁

●基本的施策

➁

●指標

●指標

●基本的施策

➁

●指標

6

基本方針４

（新）三重県住生活基本計画（中間案）（新）三重県住生活基本計画（中間案）
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7

３ これまでの経過と今後の予定３ これまでの経過と今後の予定

三 重県 住生活基本計画 ～令和 新時代の持続可 能で快適な住生 活をめ ざ し て ～

住生活基本計画策定懇話会委員
三重大学大学院教授 浅野 聡、三重県建築士事務所協会会⾧ 相原清安、三重県宅地建物取引業協会常務理事 浅沼小百合、
三重大学大学院准教授 大月 敦、三重県介護支援専門員協会副会⾧ 花井裕子

（新）三重県住生活基本計画（中間案）（新）三重県住生活基本計画（中間案）
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◎所管事項 

（３）鈴鹿青少年の森にかかる特定事業実施事業者 
および指定管理者の選定状況について 

１ 概要 

鈴鹿青少年センターと鈴鹿青少年の森の整備運営事業にかかる特定事業実施

事業者を選定するため、学識経験者による特定事業実施事業者選定委員会を設置

し、現在審査を行っています。 

選定した事業者については、三重県都市公園条例の規定にもとづき、指定管理

者に指定します。 

２ 選定委員（８名・敬称略） 

委員長   横山 幸司  （滋賀大学 教授） 

委員長代理 加納 白一 （中部 PFI/PPP 研究会 理事・事務局長） 

委 員 板谷 明美  （三重大学大学院 准教授） 

委 員 佐野 仁美  （鈴鹿市立飯野小学校 校長） 

委 員 白木原 香織（鈴鹿工業高等専門学校 准教授） 

委 員 田端 千夏子（三重大学大学院 准教授） 

委 員 山﨑 智博 （公認会計士） 

委 員 山本 幹  （日本ボーイスカウト三重連盟 理事長） 

３ 審査基準および配点表 

項 目 配 点 

性能評価点 ７５０点 

ア 事業計画に関する事項 １８０点 

イ 設計・建設に関する事項 １８０点 

ウ センターの運営・維持管理業務に関する事項 １４０点 

エ 森公園の運営・維持管理業務に関する事項 １４０点 

オ 公募対象公園施設等に関する事項 １１０点 

価格評価点 ２５０点 

総合評価点 １０００点 
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４ 選定委員会の開催状況及び審議内容 

７ 月 １ ２ 日 第１回選定委員会開催 

※実施方針等（公表済み資料）の確認や落札者決定基準（審

査基準、評価項目および配点表等）を審議 

８ 月 ２ ０ 日 入札公告 

１０月２７日 第２回選定委員会開催 

※両施設の現地視察および提案書の審査方法を審議 

１ ２ 月 ３ 日 第３回選定委員会開催 

※企画提案書や各種図面をもとに提案に対する意見交換を実

施 

１２月１７日 第４回選定委員会開催および開札 

※提案資料の審査および事業者へのヒアリングを実施 

５ 今後の予定 

令和４年１月中旬 落札決定（公表） 

令和４年１月下旬 基本協定および仮契約の締結 

令和４年２月 定例月会議で事業契約締結議案、指定管理者指定議案 

および特定公園施設整備・譲渡契約締結議案を提出 

令和４年３月 事業契約の締結（事業期間 令和４年３月～23 年３月） 

令和５年２月 リニューアルオープン（第 1 期：ロードサイドエリア） 

および事業者による公園一部施設の指定管理開始 

令和５年４月 事業者による公園全体の指定管理開始 

令和６年４月 リニューアルオープン（第２期：センター） 
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芝生広場

多目的広場

道伯池

アスレチック遊具
ディスクゴルフ

第2駐車場

じゃぶじゃぶ池

第3駐車場
鈴鹿市

住吉配水池

希望の池 友情の池

至 鈴鹿市街

至 国道２３号

至

鈴
鹿
市
街

P
P

P

鈴鹿青少年の森 事業計画平面図

青少年センター

参考

鈴鹿サーキット

ホンダアクティブランド

②青少年センターとの一体利用エリア

スタジアム

①ロードサイドエリア

シンボル広場

第1駐車場

第1炊飯場

第2炊飯場22



◎所管事項 

（４）審議会等の審議状況について（令和３年 10 月 6 日～令和３年 11 月 21 日） 

（県土整備部） 

１ 審議会等の名称 三重県公共事業評価審査委員会 

２ 開催年月日 令和３年 10 月 22 日 

３ 委員 委員長  酒井 俊典 

副委員長 岡  良浩 

委員 新谷 琴江 他３名 

４ 諮問事項 公共事業再評価実施事業 

・道路事業（国道 477 号 菰野バイパス） 

・道路事業（国道 368 号 上長瀬） 

・港湾海岸高潮対策事業（長島港海岸） 

５ 調査審議結果 事業の継続が了承された。 

６ 備考 
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